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　長峰公園で、矢板花の会の皆さんによる奉仕活動が行
われました。この活動は、「公園に来る方や近くを通ら
れる方の安らぎや癒しになれば」と、公園の入口や階段
脇の花壇に花植えを行っているものです。
　この日は、会員の皆さん15人以上が集まり、矢板高校
生が栽培したサフィニアやサルビアなど、約 1,000 本の
花植えを行いました。樋口会長は「今回は、紅白の花を
使い、矢板市のマークをイメージして植えた。ぜひ見て
ほしい」と話してくれました。

　

　市役所で、「矢板市空き家バンク媒介に関する協定」
の調印式が行われました。この協定は、矢板市と（公社）
栃木県宅地建物取引業協会が相互に連携・協力すること
で、市が実施する空き家バンクを通じて、空き家などの
抑制および定住促進により、地域の活性化を図ることを
目的としたものです。
　市長からは「市内全体の空き家対策をはじめ、中心市
街地の空き店舗の利活用においても、大きな成果が出せ
るよう取り組んでいきたい」との話がありました。

　川崎城跡公園で、川崎城跡公園再生市民会議の皆さん
による美化活動が行われました。この会議は、川崎城跡
公園を市民に愛される公園にするため、郷土史研究者や
ボランティアなどにより設置されたもので、年 3回の公
園整備やあんどんまつりなどのイベントを行っています。
　この日は、会員の皆さんが 20 人以上集まり、公園内
の草刈りを行いました。君嶋会長は「今年は記念すべき
10 回目のあんどんまつり。当日に向けて、さらに公園
をきれいにしていきたい」と話してくれました。

▲（左から）
 ・小川康弘理事
 ・齋藤修一理事
 ・青木健治副会長
 ・五十嵐薫会長
 ・齋藤市長

　

　本通り（国道 461 号）で、「第 10 回やいた軽トラ市」
が開催されました。軽トラ市とは、軽トラックの荷台を
店舗に見立て、野菜や果物、加工品など、さまざまなも
のを販売する市のことです。会場には、県内最大級とな
る 76 店が出店し、食べ物や雑貨などを求めて市内外か
ら訪れた約 1万 5,000 人の方を楽しませました。
　また、栃木県出身の芸人によるステージイベントや、
矢板高校生による吹奏楽部の演奏・ミニ SL 体験・花苗
の販売会などが行われ、会場を盛り上げました。
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　4（日）にかけて、「女性限定！林業体験ツアー」が開
催されました。これは、将来、林業に携わる女性を増や
すきっかけづくりとして、木の駅プロジェクト実行委員会
が主催したもので、市内外から17人の方が参加しました。
　当日は、塩田ダム周辺でもみの木をメインとした植樹
やカヤック体験をした後、製材工場の見学、丸太切り競
争を行いました。参加した方からは「全てが初体験で、
とても楽しかった。矢板の大自然はとても魅力的ですね」
との感想がありました。

　5月 14 日（日）に続き、市役所、矢板駅～山の駅た
かはら間をつなぐツツジバスが運行されました。これは、
見ごろを迎える八方ヶ原のツツジを気軽に鑑賞していた
だくために、毎年行っているものです。
　また、昨年から最盛期の土日には、山の駅たかはら～
大間々間の無料ピストンバスも運行が開始され、さらに
気軽にツツジを楽しんでいただけるようになりました。
市外から訪れた方は「爽やかな空気の中で、きれいなツ
ツジを楽しめてよかった」と話してくれました。

　矢板武記念館で、第 14 期矢板武塾の開講式が行われ
ました。矢板武塾とは、矢板の礎を築いた「矢板武」の
精神を受け継ぎ、「現代のまちづくり」を学び・考え・
実践するまちづくり塾です。今年は、市内に在住・通学
している高校生 11 人が「高校生の居場所づくり」をテー
マに考えていきます。
　市長からは「今回は、初めて、塾生の対象を高校生の
みとした。先進事例を学び、高校生らしく、そして、実
現可能なプランを出してほしい」との話がありました。

　市役所で、「チャリプロ連携パートナー就任式」が開
催されました。これは、市職員で構成する「自転車を活
用したまちづくりプロジェクトチーム（通称：チャリプロ）」
の活動に関係する市内民間事業者2人（クイック整体「整
え屋」古谷幸樹さん、じてんしゃ屋「フレーシュ」藤田
佳希さん）を「チャリプロ連携パートナー」として委嘱し、
協働で事業を推進することを目的とし、行ったものです。
　斎藤リーダーは「まちづくりにつなげられるような仕
組みづくりを行っていきたい」と話してくれました。

やいたシクロ
アンバサドゥール 
高坂美歩さん

クイック整体
「整え屋」 
古谷幸樹さん

じてんしゃ屋
フレーシュ
藤田佳希さん齋藤市長

矢板市
地域おこし協力隊 
長島教之さん

チャリプロ
リーダー 
斎藤厚夫さん


